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同窓会会長

丹 下  富 博

「日本一絆が深い同窓会」
を目指して

（29 回生）

　新型コロナウイルスは、収束の気配がなく、昨年
も同窓会活動に様々な制約が生じ、代議員総会は３
年続けてリアル開催できない事態となりました。本来
なら対面での総会におきまして役員改選の決議を頂
戴するところを書面決議にてご承認賜り、３期目の
会長職を務めさせていただくことになりました。
　浅学非才を顧みず、来年度までの任期を皆様のご
支援ご協力を仰ぎ、務めさせて戴きますので、よろ
しくお願い申し上げます。
　また、2019年に開催いたしました名城大学薬学部
同窓会60周年記念祝賀会以来、同窓会行事を準備
しては中止の繰り返し、特に昨年３月に名古屋で開
催されました「日本薬学会第142年会」では、全国
から同窓生が集まる貴重な機会であったにも関わら
ず、同窓会懇親会の企画さえ儘なりませんでした。
　役員としては、ただでさえ、気が重くなる状況の
中にあっても毎月 WEBで常務理事会や理事会を開
催し、「同窓会WEB講演会」など、コロナ禍にあっ
た企画を考え開催するなど、日々活動を続けてまい
りました。
　新執行部にはあらたな役員が８名も加わりまして、
まさに「癸卯」、これまでの努力が花開き、実り始め
ると信じ、今年も役員一同、同窓会活動に邁進して
いく所存でございます。
　さて、母校である名城大学薬学部は70年近く長
きにわたって薬学分野の教育研究を担い、多くの優
秀な卒業生を輩出し、我が国の薬業界に大きな役割
を担っていますことは、諸先輩の活動からも明らか
なことです。
　さらに、第107回薬剤師国家試験（2022年２月
19日、20日実施）では、本学は、６年制卒業者（新
卒+既卒）と、その他（旧４年制卒業者・受験資格
認定者）を合わせ総数267名のうち、247名が合格
し、総数合格率では92.51％となり、昨年度の私立
薬大56校中２位を上回り、本年度は第１位（私立
薬大平均66.96％）、国公立大を含む全国薬大73校
中でも第２位の好成績を収めています。

　これらのことは、同窓会のステータスでもあり、また、
逆に未来への活力を生むポテンシャルをもつものとも
いえます。
　また、名城大学薬学部同窓会は、世の中の動きは
確実に変わりつつも、ある意味、縁を持った人の集
まりという古い形の集団ともいえます。その人のつな
がりを大いに活かしながら、若い人々にとっても価値
を感じる活動が求められているといえます。
　たとえば、デジタル技術の活用による組織や経営、
ビジネスモデルの変革、すなわち「デジタル・トラン
スフォーメーション（DX）」に注目が集まっていますが、
同窓会組織も、その例外ではありません。
　我が同窓会組織の DXはどこまで進んでいるので
しょうか。まずはデジタル化の現状について考えてみ
ると、同窓会ホームページについて充実はしてきてい
るものの、情報を発信する際、会報誌「城薬」やチ
ラシといったアナログな方法に頼っている現状もあり
ます。
　ただ、こうした状況を必ずしも悲観的に捉える必
要はないと思っており、任期中に DXを積極果敢に
推進し、アナログ管理によって生じているムダを解消
するとともに、同窓会の仕組みを変革できれば、同
窓会組織の業務プロセスの効率性向上が期待できる
と考えております。
　最後になりますが、今年も引き続き同窓会主催の

「WEB講演会」を開催するとともに、代議員総会に
ついては少なくともハイブリッド形式で開催し、日本
薬剤師会学術大会(和歌山)の同窓会、同窓交流会、
城薬ゴルフコンペなどの行事を再開したいと考えおり
ます。
　会員の皆様には積極的に同窓会行事などにご参加
をお願いいたしますととともに、引き続き、ご支援
ご協力をお願い申し上げます。
　本年が、会員の皆様にとりまして御多幸な年とな
ることを、心からお祈り申し上げますとともに、母
校名城大学薬学部の更なる発展を祈念申し上げます。
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薬学部長

神 野  透 人

第３世代（3G）の
６年制薬学教育に向けて

　現在、新型コロナウイルス感染症 第８波の最中で
はございますが、名城大学薬学同窓会の皆様におか
れましてはお健やかにお過ごしのことと存じます。

　さて、直近（2022年12月末）の新型コロナウイ
ルスの感染者数は 20 万人まで増加しており、第７
波を凌駕する勢いの中で行動制限の無い年末年始を
迎え、正に “Live with COVID-19” といった状況に
あります。それにも拘わらず、今までになく、其処
は彼とない「安心感」が漂っているように感じます。
その理由を考えるに、やはりクスリというお守りの御
利益が大きいように思われます。mRNAワクチンに
はじまり、2022年11月22日に緊急承認されたエン
シトレルビル フマル酸（レムデシベル錠）に至るま
でに、10種類の治療薬（内訳は、抗炎症薬３種類、
抗ウイルス薬４種類、中和抗体薬３種類）が承認
されました（11 月 29 日現在）。あらためて、Game 
Changerとしての医薬品の絶大な存在感とともに、
医療の担い手として国民の安心を支える薬剤師の素
晴らしさ、その薬剤師を輩出する教育機関としての
重責を強く意識した年になりました。

　そのような状況の中で、２回の大波が押し寄せた
この一年間を振り返ってみたいと思います。2022年
３月末、残念ながらWeb開催となったものの、組織
委員長 森 裕二教授を中心に教職員が一丸となって

「日本薬学会第142年会」を成功裡に終えることが
できました。開催にあたっては、名城薬学同窓会の
皆さんから物心両面の手厚いご支援をいただいたこ
と、この場をお借りして心から御礼を申し上げます。
また、（日帰り限定ではあるものの）研究室旅行を復
活させることができましたし、久々に八事キャンパス
で大学祭を実施することもでき、名城大学薬学部も
徐々にではありますが「日常」を取り戻しつつあります。
しかし、その一方で、COVID-19 がもたらした空白
の３年間は先輩−後輩という大切な縦糸を寸断する
には十分な期間であり、将来的に「同窓」という意

識に少なからず影響を及ぼすことを心配しておりま
す。幸いにも、新入生ミキサーを開催できなかった現
３年生には、講義前の時間を利用して同窓会活動を
紹介していただく機会を設け、かろうじて新型コロ
ナ禍の「空白」を埋めることができました。全くの
私案ではありますが、COVID-19が収束した折りには、
Home Coming Dayを催し、直近の卒業生の皆さん
に城薬の一員であることを再認識していただけるよう
な場を設けたいと考えています。その節には、是非
とも同窓会の皆様のご協力を賜りたく存じます。

　一方、薬学教育の観点からの大きな動きとしては、
薬学教育モデル・コア・カリキュラムの改訂があげら
れます。平成14年度版、平成25年度改訂版に続く
令和４年度改訂版が2022年12月31日締め切りで
パブリックコメントに付されており、2024年度の新
入生から第３世代（3G）の６年制薬学教育がスター
トしますので、2030 年４月には ”3G薬剤師 ” を輩
出することになります。詳細については文部科学省
のホームページ（https://www.mext.go.jp/b_menu/
shingi/chousa/koutou/117/index.html）をご覧い
ただければと思いますが、改訂の基本方針として次
の６項目が掲げられています。
１．大きく変貌する社会で活躍できる薬剤師を想定

した教育内容の検討
２．生涯にわたって目標とする「薬剤師として求め

られる基本的な資質・能力」を提示した新たな
モデル・コア・カリキュラムの展開

３．各大学の責任あるカリキュラム運用のための自
由度の向上

４．臨床薬学という教育体制の構築
５．課題の発見と解決を科学的に探究する人材育成

の視点
６．医学・歯学教育のモデル・コア・カリキュラム

との一部共通化
　これらの中で、医療現場と大学が連携して教育を
行う「臨床薬学」の教育体制（項目４）において「課
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題の発見と解決」を科学的に探求する人材を育成（項
目５）するためには、臨床教育と臨床研究の両輪の
充実が必須であることは論を俟たないと思います。
連携病院をはじめとする医療機関との協働体制をさ
らに強固なものとすべく注力してまいりますので、同
窓会の皆様には引き続きご支援を賜りたく、よろし
くお願い申し上げます。

　末筆ではございますが、会員の皆様のご健勝と益々
のご発展を祈念して、本稿を終えさせていただきます。
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問い合わせ先：

〒468-8503　名古屋市天白区八事山150

 名城大学薬学部　卒後教育委員会

 TEL 052-832-1151

 早川伸樹（内線 2178：hayakan@meijo-u.ac.jp）

 黒野俊介（内線 3354：kurono@meijo-u.ac.jp）

2023（令和5）年度
名城大学薬学部 卒後教育講座についてのご案内

卒後教育委員会（薬学部・薬学部同窓会共催）

　昨年度（2022 令和４年）の「名城大学薬学部 卒後教育講座」は、新型コロナウイルス感染症

の感染拡大が見られる状況下において、開催中止とさせて頂きました。ご参加を予定されていた

皆様におかれましては、多大なるご迷惑をおかけいたしました事、深くお詫び申し上げます。

　また、今年度（2023 令和５年）につきましては、現在（令和５年２月時点）いまだ、新型コ

ロナウイルス感染症第８波の推移・現状を注視しながら（リモートなどの開催形式、時期、回数

などを含めて）慎重に検討を重ねている最中です。

　今後の詳細につきましては、「名城大学薬学部同窓会ホームぺージ」に掲載させて頂きます。

引き続き、参加者・関係者の健康面・安全面を最優先に検討を重ねて参ります。

　ご参加を予定されておられます皆様には、昨年度に引き続き大変ご迷惑をおかけいたしますが

何卒ご理解いただきたく宜しくお願い申し上げます。主催者一同、新型コロナウイルスの感染が

一刻も早く収束いたしますことを祈念いたします。

　このたびは、名城大学薬学部同窓会誌「城薬」の発行時期までに開催について決定できません

でした事、誠に申し訳ございません。諸事情を考慮しながら再開にむけて（ウェブ開催を含めて）

引き続き検討を重ねて参りますのでどうぞ宜しくお願いいたします。
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同窓会年会費ご協力のお礼
同窓会会長　丹　下　富　博

◆年会費・納入方法◆
本誌同封の専用振込用紙
に必要事項を記入の上、
お振込みくださるようお
願いします。

〈 年　会　費 〉
1 年分　  2,000 円
3 年分　  5,000 円
7 年分　10,000 円

（卒業後 3 年間免除）

　日頃は同窓会活動にご協力いただきありがとうございます。
　今年も同窓会誌「城薬」で 1年の活動、大学の様子、お知らせなど
を皆様のもとにお届けすることができました。活発で円滑な同窓会活
動は皆様方のご協力とご支援あっての事と感謝いたしますと同時に役
員一同安堵の気持ちで一杯です。今年も年会費を納入していただき、あ
りがとうございました。皆様からお預かりした年会費は、同窓会活動
の源です。卒業生のために、また在校生のために有意義な同窓会活動
を企画・運営していくため、今後とも年会費のご納入を宜しくお願い
致します。

※同封の用紙にて年会費の有効期限をご確認ください。有効期限が 2023 年度までの方は、同封の専用振込用紙にて是

非とも継続納入をお願い致します。

◇お問合せ先　組織強化委員会　E-mail：soshiki@meijo-yaku-ob.jp　FAX 052-837-0545

　◇ 編 集 後 記 ◇

　早いもので新型コロナウイルスと向き合うようになり、ピークの数も「第８波」を数えるまでとなりました。また、

新型コロナ流行が始まった年の暮れに端を発した医薬品の供給不足問題も、解消にはまだ時間がかかりそうです。

会員の皆様におかれましても大変なご苦労をされていると拝察いたします。

　そのような中、城薬誌も各支部の催しやOB会、同窓生交流、卒後教育講座の中止などでページ数がかつての半

分ほどになっております。それぞれご活躍の場で、イベント開催などのご予定がございましたら、「名城大学薬学部

同窓会」のホームページからお知らせいただきますと幸いです。

　一方でうれしいニュースもあります。昨年春の薬剤師国家試験では名城大学が私大トップの合格率を誇り、もは

やトップ常連となった今では驚くこともなくなりました。コロナ禍の中にあって、夢に向かってしっかりと結果を

出す後輩たちを頼もしく思います。常連と言えば、オール名城ではありますが、女子駅伝部による全日本大学女子

駅伝 6連覇も素晴らしい活躍でした。

　会員の皆様には、くれぐれも感染防止対策にお気を付けいただき、より一層ご活躍されることを祈っています。

令和 5年 3月　　川　口　秀　人

同窓会会費（入会金）ご協力ありがとうございました

同窓会会費（入会金）納入のお礼

同窓会会長　丹　下　富　博

　令和４年４月新入生及び在校生御父兄各位に同窓会会費の納入をお
願い致しました処、早速のお払込みを賜りました。
　お礼旁々まずはご報告申し上げます。

令和 5年１月

同窓会年会費ご協力ありがとうございました
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〒487-0011 愛知県春日井市中央台4-9-2
TEL.0568-91-8191 / FAX.0568-91-8172
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愛知県、岐阜県に地域密着で35店舗展開※新規OPEN予定含む

2023年1月 七宝店 / 2023年3月 プラティ多治見店 オープン

名城大学卒業生 約60名が活躍しています
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株式会社  勝川薬局
代表取締役　松浦　隆 （昭和58年度卒）

近藤慎子 （昭和56年度卒 旧姓服部）
稲垣　渉 （平成8年度卒 旧姓杉田）
長谷川美那子 （平成26年度卒 旧姓伊藤）

在宅介護支援・健康サポート薬局

創業1855年

かちがわ薬局

〒486-0846  愛知県春日井市朝宮町2-14-6
　　　　　　　（アオキスーパー向側）
■TEL 0568-31-3592　FAX 0568-31-1463
■営業時間／9：00～20：00
■定休日／元日と2日
　　　　 （日・祝日は在宅業務のみ）

各種病院・医院の院外処方箋の受付のみならず、介護施設の
患者様の受け入れも積極的に取り組んでおります。
日頃より、地域の皆様の健康づくりのお役に立てますようス
タッフ一同精進しております。
お薬のみならず、病気予防・美容の悩みなどお気軽にご相談
ください。

かちがわ薬局

検索http://www.kachigawa-pharmacy.com
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広 告 掲 載 ご 協 力 あ り が と う ご ざ い ま し た

同窓会誌「城薬」第36号への広告お礼 同窓会会長　丹　下　富　博

謹啓　早春の候、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。平素は格別のお引き立てをいただき、厚
くお礼申し上げます。
　さて、この度は、「城薬」第 ３6 号に広告協賛をいただき、誠にありがとうございます。現在、名城大学
薬学部同窓会では同窓生の経営・勤務する会社及び薬局、団体等に限定し広告募集をさせて頂いておりま
すが、今回も数多くのご応募を頂くことができました。
　今後とも同窓会活動にご支援・ご協力いただきますよう、宜しくお願い申し上げます。

謹白

　ご協力いただきました会社様並びに薬局様には重ねてお礼を申し上げるとともに、以下のように会社名
並びに薬局名を掲載させていただきます。

令和 5 年 3 月吉日

※広告及び会社名の掲載順は、カラー、白黒、原稿の大きさ、申込み順になっております。【広告掲載会社一覧】（敬称略）

☆ 次回の広告募集につきましては、後日、ホームページにて掲載いたします。☆

会社名・掲載ページ 会社名・掲載ページ

スギホールディングス株式会社 63 キョーワ薬局株式会社 64

Ｉ＆Ｈ株式会社（阪神調剤グループ） 65 株式会社スギヤマ薬品 66

中部薬品株式会社 67 株式会社ファインメディカル 68

株式会社トーカイ薬局 69 さんあい薬局株式会社 70

天野商事株式会社 70 株式会社アマノ 71

株式会社サエラ（サエラ薬局） 71 ウエルシア薬局株式会社 72

株式会社メディカル一光グループ 72 株式会社セイフフィールド 73

株式会社ファーマスター 73 株式会社勝川薬局 74

株式会社杏林堂薬局 74 クオール株式会社 74

株式会社薬正堂 75 しあわせです感謝グループ 75
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